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学校いじめ防止基本方針 

  
 
１ はじめに 

本校の教育方針は、校訓「自主・創造・勤勉」を具現化し、社会に貢献できる心豊かで自

立した人間を育成することである。この方針のもと、次の４つを教育目標として日々の教育

活動を展開している。 

① まず、命を大切にでき、日常生活の基礎・基本を備えた人間を育む。 

② 的確に判断し、自主的・主体的に行動できる人間を育む。 

③ 自己と同様に他を思いやり、尊重しあって生きることができる人間を育む。 

④ 「知徳体」力のバランスがとれ、夢や志の実現に努力できる人間を育む。 

これらの目標を達成することによって全ての生徒が安心して学校生活を送り、有意義で充

実した様々な活動に取り組むことができるように、いじめ防止に向けて日常の指導体制を定

め、いじめの認知に積極的に取り組み、いじめの未然防止・早期発見・早期解決に組織とし

て対応していくための「学校いじめ防止基本方針」（いじめ防止全体計画）を定める。 

 

２ 基本的な方向 

本校のこれまでの生徒指導の歴史を礎に、家庭や地域とのつながりをより大切にするとと

もに、外部専門機関等との連携を密にして、こころ豊かで自立した人づくりの実現のために

も、新しい指導体制のもと一丸となって、いじめ防止に取り組んでいく。 

そもそも本校は、過去に生徒指導の問題を抱える生徒が多数在籍し、校内での喫煙や器物

損壊が多発し、教員に対しての日常的な暴言はもちろん、時には対教師暴力が発生し、授業

の成立が困難な時期があった。 

そのような中、荒れ果てた学校を立て直すために、強力なリーダーシップを発揮する校長

の下で、新入生が入学時から３年間本校で学び、本校を卒業していくことを第一に据えた生

徒指導体制を軸に、新たな取組が開始された。「新規構想委員会」によってディスカバリー・

プロジェクトを立ち上げ、茶髪０(ゼロ)宣言にはじまる数多くの取組が開始されたのである。

中でも、文部科学省の豊かな体験活動「長期宿泊体験推進校」の指定を受け、地元神崎町（現

神河町大畑）の廃屋を借り受け、廃屋の改修整備や農作物の栽培を行う「神崎ディスカバリ

ー村」の取組によって、本校は目を見張るような大きな変化を遂げた。 

このように歴代の校長をはじめ教職員の献身的な取り組みにより「地域に愛される学校」

となっており、加えて、現在では、地域の運動会、夏祭りや、小学校・中学校をはじめ町内

の多くの民間団体等との交流の場面での、生徒会やボランティア部等の生徒たちの積極的な

地域貢献活動が好評価され、年を追う毎に地域と本校との絆が太くなっている。 

 

３ いじめ防止等の指導体制・組織的対応等 

(1)  日常の指導体制 
いじめの防止等に関する措置を実効的に行うため、管理職を含む複数の教職員、心理

等に関する専門的な知識を有するその他関係者により構成される日常の教育相談体制、
生徒指導体制などの校内組織及び連携する関係機関を別に定める。 

別紙１ 校内指導体制及び関係機関 
 

また、いじめは教職員や大人が気づきにくいところで行われ、潜在化しやすいことを
認識し、教職員が生徒の小さな変化を敏感に察知し、いじめを見逃さず、早期発見につ
なげていくためのチェックリストを別に定める。 

別紙２ チェックリスト 



 (2)  未然防止及び早期発見のための指導計画 
いじめ防止の観点から、学校教育活動全体を通じて、いじめ防止に資する多様な取組

を体系的・計画的に行うため、包括的な取組の方針を明示し、いじめの未然防止、早期
発見に向けた取組、早期発見の在り方、いじめへの対応に係る教職員の資質能力向上を
図る校内研修、年間の指導計画等を別に定める。 

別紙３ 年間指導計画 
 
(3)  いじめ発生時の組織的対応 

いじめの疑いがある情報を認知した場合の組織的対応におけるいじめの事実確認と
早期解決に向けた情報の収集、共有及び連携のあり方について別に定める。  

別紙４ 組織的対応 
 

４ 重大事態への対応 

(1)  重大事態とは 

重大事態とは、「いじめにより生徒の生命、心身又は財産に重大な被害が生じた疑い

があると認めるとき」であり、その状況判断についてはいじめを受けている生徒の立場

に立って行う。具体的には、身体に重大な傷害を負った場合、金品等に重大な被害を被

った場合、ＳＮＳにより人権に係わるような誹謗・中傷を受けた場合などが想定される。 

また、「いじめにより生徒が相当の期間学校を欠席することを余儀なくされている疑

いがある場合と認めるとき」の「相当の期間」については、不登校の定義を踏まえ、年

間３０日を目安とする。ただし、生徒が一定期間、連続して欠席しているような場合に

は、適切に調査し、校長が判断する。 

また、生徒や保護者からいじめられて重大事態に至ったという申し立てがあったとき

は、校長が判断し、適切に対応する。 
 
(2)  重大事態への対応 

 校長が重大事態と判断した場合、直ちに、県教育委員会に報告するとともに、校長が

リーダーシップを発揮し、学校が主体となって、いじめ対策委員会に専門的知識及び経

験を有する外部の専門家である保護司、及び人権擁護委員等を加えた組織で調査し、事

態の解決にあたる。 

なお、事案によっては、県教育委員会が設置する重大事態調査のための組織に協力し、

事態の解決に向けて対応する。 

 

５ その他の留意事項 

誰からも信頼され、地域に愛される高校をめざしている本校は、これまでも生徒や学校に

関する様々な情報発信に努めてきた。いじめ防止等についても、家庭や地域とともに取り組

む必要があることから、策定した学校の基本方針については、学校のホームページなどで公

開するとともに、学校評議員会やＰＴＡ総会をはじめ、学年懇談会、三者懇談会、家庭訪問

などあらゆる機会を利用して保護者や地域に情報発信に努める。 

また、いじめ防止の取組の実効性を高めるため、学校の基本方針については、実情に即し

ているかを「いじめ対策委員会」が中心となり、点検・評価し、必要に応じて見直していく。

その際、生徒がいじめの傍観者ではなく、仲裁者として豊かな人間性が育めるような集団づ

くりが行えるよう留意する。また、地域を巻き込んだ学校の基本方針になるように、学校評

価も活用しつつ、積極的に保護者や地域、専門家からの意見を聴取し、取り入れていく。 


